
 

ドロシー・マリノ/文･絵 石井桃子/訳 岩波書店（約 6分） 

小学5･6 年に 

おすすめ 

福井県 図書館 
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県立図書館では、 

学校などでの読み聞かせの 

方法について、

を実施しています。 

でも、 

ご質問などを 

お伺いしています。 

 

マーシャ・ブラウン/再話･絵 松岡享子/訳 アリス館（約１４分） 

秋のお彼岸の頃に咲く彼岸花の不思議な生態を描

いた科学絵本。球根からにょきにょきと茎を伸ばし

葉もださず、一斉に花を咲かせる彼岸花は、咲き終

わったあと花や茎から球根に養分を吸い戻します。

それから葉を茂らせ、球根に養分を送り続け、球根

を太らせ、仲間を増やしていきます。「曼珠沙華」

「きつねのかんざし」など彼岸花がもつたくさんの

呼び名も紹介されています。 

フセイン、アリ、アーマッドの３人の王子は、美し

いノア・アルニハ王女と結婚するため、父王の命令

で、世にも珍しい宝物を探すため旅に出ます。最も

珍しい宝物を持ち帰ったものが結婚できるのです。

フセインは行きたいところに行ける空とぶじゅう

たんを、アリは見たいものが見える遠眼鏡、アーマ

ッドはどんな病気も治る魔法のりんごを、それぞれ

手に入れます。色鮮やかな絵が印象的な一冊です。 

 

『幼い子の文学』 
瀬田貞二/著 中央公論社 

甲斐信枝/さく 福音館書店（約 5分） 

ある日、子ぐまのくんちゃんは南へ渡っていく鳥た

ちをみて、自分も南の国へ行ってみることにしま

す。ところが丘の上の松の木のところで、お母さん

にさようならのキスをしてこなかったことに気づ

き丘をかけ降り、お母さんにキスをして、また出か

けます。丘の上の松の木のところまでくると、今度

は双眼鏡が必要なことに気づきます。何度も家に戻

るうち、とうとうくんちゃんは眠たくなって…。 

小学 1･2 年に 

おすすめ 

小学3･4 年に 

おすすめ 

戦後の児童文学に大きな足跡を残した
著者の連続講話を再現した一冊。 
童唄、詩、幼年物語を中心に、著者の深
い造詣を語りながら、子どもの文学の
本当の姿を示してくれる。繰り返し読み
続けたい。 


